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一一一一 （1 9 7 0) ：都市化と自然災害、第7回災害科学総合シンポジウム論
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かつて、東京低地域の海面下C土地の拡大について、 1 9 6 5年までの
5年聞の平均地盤沈下速度のY働程度の速度を想定して、 19 7 0年、 1 
9 7 5年の状況を予測したととがある。との研究の基礎と在ったのは19 
6 0年の国土地理院の演｜直結果と、それ以前の 19 5 8年K中野が国土地
理院の一万分一地形図修正測量時の演｜嘩成果と現地調査Kよって求めた0
メートル等高線図である。後述するが、その当時の予減と 19 7 0年の実
態を比較すると、事南地域の大半Kついていえるととは、予測よりも地盛
沈下の進行が速し海面下の土地の拡大もはやかったととである。とぐK





最近、東京通産局は業者の自主規制を求めた。 1 9 7 0年2月1日から
6カ月聞の主要地点VC$－ける地盤沈下量は表2-6のと会りである。また、
自主規制の内容は表2-7のとおbで、その効果を発揮したとしても、 1


































































































者扱1報告したとbりである。との概数は 30 0 0分1都市計厨図（昭和5
5年測量） κついて求めたものである。 19 7 0年8月下旬ζの地方をb
そった台風10号Kよって、高知市の 0メートル地帯は高潮Kのまれ、表


















































































bける断面である。両陣1面K~除いて第 2 層の塩水化が激しぐ、第 t 届では
第2層に接近してストレーナーを設けた弁戸K沿いて温水化がみられる。
しかし、その場合でも第1層内のc.8 c様度は第2層内のそれの10 ~ 































































Z業用水を多量K必要とし、 c.8・s 滋度50 0 PPmが高級紙の生産Kは























































拡大の予測j結果である。 19 2 0年Kはまだ形成されてい左かったが、 1
9 4 0年Kは南砂町付近K小さ左限が形成され、遂次19 6 0年、 1965 
年、 1 9 7 0年と拡大してきたととを示している。 19 7 0年の予測のう















う。とのような変化が目立って〈るのは 19 7 0年代の後半以降とみてよ
い。その時には表2-1 5~示す東京低地帯。平均海面以下の土地の面積
は 19 8 0 ＆芋を含め、大き念値V仁左るものといえる。
こうした予測を考膚した下町の防災都市計画でなければ、巷間ったえら











































は弱〈、延骨亡して約 10 ~は何らかの破壊があるものとして図 2-6 が























































































































































































図2-1 7、 1 8は高知市付近の基盤の採さと沖積層の基底の深さを示
ナ。また、図2-19,20は東西方向、南北方向の地質断面の代表例を
示ナ。また、図2-21はとの却械の地形の状況を示ナ。
図2-1 7、 1 8 からは、古期岩類から~る基盤までの深さが意外K浅
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地区κ$＇ける地下水芳 !Jj解析調査報告書 pp 1 1～4 4 
甲藤次郎・今弁嘉彦・満塩博美（ 1 9 6 8）：高気坪野の平野水届と地下水
（第1事岡 市政研究地下水鞠査特集号 2 1 p 高知市
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高知市ゼロメートル地帯防災会議（ 1 9 7 0) : 1 0号台風状況と被害状
況 26P
一一一：高知市の自然環境とその構造 2 7 p 
村下敏夫・岸和男（ 1968）：地下水塩水化Kつhての研究一一一
~1 報熔岩帯水層の水運地質学的性格 地質縄査JH月報 1 8巻
中野尊正・門村 浩・松図鑑余（ 1968）：東京低地の埋没地形と地盤
沈下地理学評論 4 1巻 PP42 7～4 4 9 
戚瀬洋・新掴友行・羽鳥雄三（ 1 9 6 8）：関東平野の地下地質第 1
幸極東京付近の洪積層資源科学研究所業幸雄 7 0号 pp7 7～8 5 
新潟県（ 1969）：新潟平野の地盤沈下 ・20 p 
阿部史生・門脇和博・丸田英明（ 1968）：静岡県田子ノ浦港周辺の地
下水塩水化現象地産学評論41巻目 20 1～2 0 6 
新藤静夫（ 1968）：武蔵野台地の水文地質地学雑誌 7 7巻
pp 2 2 3～2 4 6 
静岡県製紙工業試験場（ 1 9 6 7～6 9）：静陶県製紙工業試験場報告
1 8巻～21巻
杉原重夫（ 1970）：市川市の地盤構造 58P 市川市
東京都防災会議（ 1968）：東京都l'C$＇ける中イ判 Jl氾濫一一水害想定
国一一幽32P
一一一ー ・（1970）：東京近海tc.t.＇ける津波の特性 Kついて 7P 
東京都首都圏整備局（ 1969）：内勤河川処連検討報告書江東地区防
災拠点等防災都市建設鵠査 BBP 
一一一（ 19 7 0）：地下水剰用実態醗査報告書 231P 
矢田恒晴（ 1970）：勝岡県居南地誠VC:J;.，ける地下水塩水化現象地理
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図2-3 東京および周辺地域の地下水揚水規制区域（ 1971年4月現在）． 
． 

































































































図2- 8 高知市付近の地下水の境素イオン量 （甲藤ほか.1 9 6 8 ) 
。三会！ 04.56 
4.95 '¥ 
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（東京都防災会議， 19 7 l
~Ur 江戸川（＆ 2 9 ) 
1 0 
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図 2-2 1 高知平野の地形分類図
凡例説明
凡 例リ 1；山地 2；三 角 州
1口 5圏 3；三角州の中で冠水しやすい地域
4 ；扇状地および自然、堤紡




0 1 2 Km 
'.2 :>'.2 
表 2ー 1 葛南地域の水溶性天然ガス採取会社（ 1 9 7 0年現在）
会 社 名 井戸数
ド リ 〉〆 グ工業 1 5本
尽 業 ガ ス 6 
船橋へんスセンター 2 
東洋天然ガス工業 2 






3 0～1 5 0 m 
1 0 0 内~ 1 6 0 
9 0 0～2, 0 0 0 
表 2-2 船橋市の地区別用途別lB湯水量
( 1 9 7 0年4月現在）
??
百「 l面積総錫鳩面積当り｜ 用途別揚水量 (m3／日）地 形 総務水ft
(Km") (m河） (mケ日初工場ピ ル公衆浴場｜完守主農業肱天然ガス
南部海 埋岸 立低 地 6.4 4 4,5 8 1 6, 9 6 6 2 4.6 1 7 1 0,7 4 7 7 4 3 0 0 司378
東部台部谷底地低地・｜｜ 48.8 47,785 979 31.073 2,527 934 2,195 8,446 0 
ヰt；音j）台谷 底 低地 地 6.7 30,660 2,848 16,410 29.2 170 0 2,105 11,683 
台地・一部西部海岸低地・谷底低地 10.3 9,756 945 7,715 1.553 488 0 0 0 




南部のうち湊町・南本町 I0.8 4 ゑ18 1 3,7 87 398 50 。 o I 2,6 1 9 114 









m ． -4 2.63. 0～60 4 3.0 5 6 1.9 4 0.3 6 6 4.7 52.6 m ．， 領 制0～60 1.50 1. 0 0.30 
Ml印切
60～1 5 0 3. 9 4 5.7 7. 2 1 1 1.5 2.6 2 3.2 3.6 
1 5 0～220 0.02 0.0 3 1.1 0 1.8 H-1.4 3) ( 1.7) 什1.55) 
0.33 0.2 6.2 4 
200m以深 147,40 9 8.8 
220m以深 2 2.5 0 32.4 1 3.7 0 2 2.0 3 7.2 0 4 5.9 経~下. 1 4 9.2 3 1 0 0.0 
絞沈下量 6 9.51 1 0 0.0 62.3 7 1 0 0.0 8 1.02 1 0 0.0 沖積層基底深度約 10 m 
沖積層基底深度約 60皿
表 2-5 船橋・市川地区の主要水準点の経年変動
よ段：；標高（ m）、下段（イタリツク） : 1年間（最後の欄は半年間）沈下量｛田｝
68年2月 69年2月 70年2月 70年8月 Om k遣する水 準 点 6 6年 2月 67年 2月 であるう年月
4.3 0 7 0 4.2 81 3 4.2 6 64 4.2 2 51 4.178 3 年月38 2 7 習志野市谷事韓国道俗 .21.I .2.S.7 1¥.9 'l-1.3 '1-6$ 
2.1 124 2.0 8 9 6 2.0 3 1 6 1.9607 1999 8 船橋競馬場 」.2! .SK.O 70.タ
2.1473 2.0 8 9 8 2.0 1 8 7 1.8958 1.7 5 7 0 1982 8 F-11 船橋へんスセンター '1-6.6 主7.S 71./ I .2.2タ 13~てg
低
3.9781 3.8059 3.6 9 14 宅826 4.3 0 1 0 4.2 2 0 4 4.1238 1986 9 船橋大神宮前 6究1/- K0.6 タ6.6 11/-S.7 17ム2 I I 1/-.S 
4.9 3 8 3 4.8 4 9 3 4.7 4 4 7 4.5 7 9 0 4 .•5912 4.2 6 1 4 1987 1 .16. 79 船橋駅前交差点 g '1:'1- K9.0 I Ol/:6 !6J：フ 18'7.K I .29.K 
0.1533 0.0481 」 0.08 7 8 -0.2 7 9 0 -0.5020 -0.6501 〔1967 6〕F-8 船橋市役所 110.6 10.t.2 13J：タ ／タん2 」.23.0 1/-K.I 
1.9033 1.8 0 4 7 1.6952 1.5139 1.3195 1.1916 1975 4 F- 6 船橋市海神町5丁目 I I 7.s タK.6 I 0ヲ.s IKl.3 ノタ1:'1- t之7.9
2.0 7 0 0 1.9828 1.8 7 1 5 1.7041 1.5 2 3 8 '1.4 0 64 1976 8 F- 7 船橋市栄町 5丁目 タ9.S g父ー2 ／ λ3 I 67.'I- IK0.3 ／／%μ 
1.7869 1.6751 1.5 4 0 1 1.3449 1.1278 0.9872 1974 2 F- 9 湊 中 学 校 I .2K.7 II l.K 13.t.O 19主:.2 .21女／ /I,品0.6
1.5892 1.5502 1.4 9 6 2 1.38 1 0 1.3195 1.1798 ・19 78 3 F- 5 船橋市西浦東亙石油 '1-S./ 39.0 S'l:O 11 S.2 ／タWI- 77..2 
Mlua伊
2.4 5 9 4 2.4 0 5 9 1.9756 2.1846 198310 工－21市川市二俣新町 6ん2 S3.S 6K.6 I '1-K.S 
地
1.5562 1.4 5 6 8 1.4 0 2 2 1.8 6 8 9 1.7891 1.6 8 1 5 19 83 6 工－ 19市川市高谷新町 1.2.S.J・ 79.K I 0マゐ 1.2.S.3 タヌ'I- .tl/:6 
6.2 2 7 8 6.1692 6.0 9 32 5.9 4 0 5 5.7 7 5 7 5.6 6 39 
1996 1 3 8 2 5 船橋市海神大覚寺 .SI.I 主K.ゐ 76.0 I s.27 161.13 II l.K 
5.6 3 8 6 5.6 2 0 2 5.5979 5.5 3 6 1 5.4 7 08 5.4 1 7 6 3824 船橋市西船葛飾神社 16.K IK.'1- .2.2.3 ιl.K 6.S.3 .S3.・2
1.6295 1.6020 1.5619 1.4695 1.3 6 7 7 1.2890 1978 10 9843 船橋市印内町県道治 I K.1 .27.S 'l-0.ノ タ.2Y. 101.K 78:7 
17.4099 17.3464 17.2447 17.0649 1 6.8224 16.6878 iコa、 F-12 船橋中学校 11-63 63.S 101.7 17ヲZ .2 '1-.2.S 1311:6 
1 5.4 4 1 5 1 5.3 9 1 1 15.3169 1 5:18$8 ・1s.0・123 14.9064 F-13 海神中学校 1/-0.2 .tO!I- 71-.:2 13 I.I 173.S /OJ：タ
地 19.3238 19.2918 19.2532 19.1811 1 9.0949 19.0 258 F-14 塚田小学校 .2.S.I 3.2.0 3K.ι 7.2ノ K6.7. 69./ 
表2-6 船橋地区tc:J.＇ける 19 7 0年2月1日～
8月1日慌の変動の大きな水準点
F- 8 ｛船橋市役所） 14a1mm 
F- 9 ｛湊中学校） 1 4 0. 6 
F-1 6 （東町不鍛院） 来 1 3 9.8 
F-1 2 ｛船橋中学校） 米 1 3 4. 6 
1 0 8 8 9 ｛夏見駐在所） 米 1 3 4. 1 
7 9 ｛船橋駅前交差点） 1 2 9.8 
F-66 ｛海神町清水建設） 1 2 7.9 





A 半径 1 Im以内 50* 
B ， 1～21m 30* 
。 ， 2Im札上 1 0 ~ 
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表 2-8 新潟VC$~ける天然ガス業者の規制内容












区 名 50以m浅 50～ 1 0 0～ 15 0～ 20 0～ 250m以深 総揚水量100m 150 m 200m 250m 
足立区 968 7,349 1 5,1 5 4 18,240 16,077 呪575 67,363 
葛飾区 1. 26 8 6,83 9 13.2 4 5 14,93 0 7, 84 9 18,850 6 2,9 8 1 
ヰヒ 区 253 7, 1 2 8 9, 0 1 2 2 0,4 1 4 2 3,4 7 2 37,489 97,778 
台東区 166 20 184 266 。 。 636 
千代出区 8 879 2,9 0 6 463 56 。 4,31 2 
中央区 44 700 1. 0 2 5 。 。 。 1.7 6 9 
墨田区 439 1 68 1. 6 69 1. 5 5 3 935 370 5, 13 4 
江東区 1 30 5 79 1.087 124 。 。 1. 9 2 0 







（東京都首都幽整備局 1 9 6 9) 
区画番号 語雇岸延長伽；｜次接部延長話Im)パイピング抗政火事担郁敷商A.P.)
1 5. 8 6 0. 5 9 1 1 7 -0. 5 0 
2 3. 5 8 0. 3 6 7 2 2. 0 0 
3 5. 4 6 0. 5 5 1 0 9 1. 5 0 
4 6. 3 2 0. 6 3 1 2 6 。
5 5. 3 6 0. 5 4 1 0 7 -0. 5 0 
6 4. 0 5 0. 4 1 8 1 2. 0 0 
7 3. 7 3 0. 3 7 7 5 1. 5 0 
8 5. 3 0 0. 5 3 1 0 6 。
？ 4. 2 2 0. 4 2 8 4 1. 5 0 
1 0 3. 6 3 0. 3 6 7 3 1. 0 0 
1 1 4. 7 4 0. 4 7 9 3 な50 
1 2 3. 9 4 0. 3 9 7 9 1. 5 0 
1 3 3. 9 0 0. 3 9 7 8 1. 5 0 
1 4 8. 5 1 0. 8 5 1 7 0 0. 5 0 
関東地震程度の大きさ（M=8.0）の地震に襲われた場合の被害予想。
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表2-1 1 東京低地の用途別 E揚水量
単位 ma／日
区 名 工場用水無重注主用水 い一一 病院用水 学校用水 紀揚水量・由一
足立区 6 4,4 9 9 846 1,8 0 0 218 0 67,.363 
葛飾区 62,8 9 7 。 。 84 。62,9 8 1 
北 区 ？乱226 2,4 94 4,.30 0 2 1 737 97,778 
台東区 516 。 。 。 120 636 
千代田区 472 。 。 637 3.2 0 .3 4,.312 
中央区 1.7 6 9 。 。 。 。1.7 69 
量阻区 5, 13 4 。 。 。 0 5,1 34 
江東区 1.92 0 。 。 。 。1, 92 0 






さ〈井 足 立 区 葛 飾 区
年次 井戸本数 日揚水量 弁戸本数 日湯水量
3 0 7 1. 1 8 0 6 1. 4 2 7 
円，
3 1 ？ ミ56 8 3 7 9 3 
32 7 4, 5 4 4 1 0 2, 1 6 8 
3 3 8 1. 5 7 9 8 3, 7 3 5 
3 4 1 0 6, 1 0 8 6 2,7 3 5 
3 5 1 1 6, 0 0 9 6 2, 1 7 2 
3 6 1 7 5, 8 0 3 1 1 7, 0 8 3 
3 7 1 4 5, 4 0 0 8 5, 0 9 0 
38 2 1 12,204 1 5 9, 4 0 5 
3 9 2 2, 0 3 7 4 1. 3 0 1 
4 0 4 4 1 8 4 3, 0 1 0 
4 1 3 4 1 5 8 2, 8 7 1 
4 2 4 6 0 8 ？ 2, 9 0 9 
4 3 6 1. 7 0 9 8 3, 1 2 8 
4 4 5 2, 1 3 0 4 1. 2 3 3 
資料は表2-10と同じ
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表2-13 高知市κbける 19 7 0年 10号台風による被害
合 書f 全 穣 流 失 半
世帯数 人 員 世帯数 人員 世帯掌 人員 世帯数
針 37,143 114,6 8 7 388 1. 1 0 4 2 5 13,530 
（小針｝ 25,4 54) (7 4,7 0 6) (2 0 0) (54 0) ( 2) ( 5) (11.872) 
旭 街 1,0 99 3,369 226 
上 街 717 2,2 82 97 
小高坂 1.057 3, 1 8 5 1 0 31 90 
高知街 1. 1 3 9 3,32 3 1 1 98 
江ノロ 6, 26 0 1 8,2 2 9 2 1 60 2,591 
北 街 2.2 0 5 6,286 63 1 6 0 1.647 
南 街 1, 51 4 4,2 51 2 6 1.1 2 9 
下 知 3,2 1 4 史773 15 33 2,8 33 
潮 江 8,249 2 4,0 0 8 88 249 2 5 3, 1 61 
｛小計｝ 11. 6 8 9) (3免981) (1 8 8) (5 6 4) ’1. 6 5 8) 
朝 倉 1.9 2 4 7, 2 8 6 30 96 86 、
鴨 国 1.22 4 4,2 4 6 1 0 31 159 
初 月 2,375 7, 9 3 8 4 12 37 
奏 468 1. 4 7 6 5 20 27 
一 宮 2,07 3 6,6 4 1 1 9 43 26 
布師団 311 1,0 0 4 2 1 1 26 
高 須 466 1,5 85 35 1 07 360 
五台山 794 2,88 3 :i 1 7 173 
一 星 417 1, 411 1 6 46 1 61 
浦 戸 468 1. 56 0 33 92 35 
みませ 380 1.3 2 7 2 3 280 
長 浜 789 2,62 4 27 86 288 
｛注） 現地調査は8/2 5～8/ 3 1の間
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｛高知市ゼロメートル地帯防災会雷鳥 19 7 0) 
譲 床上浸水 尿下浸水 一部破損
人員 世帯数 人員 世帯数 人員 世帯数 人 員
0.9 1 8 4,163 2,7 4 8 5,9 64 18,158 13,09 6 41,7 5 4 
(5,3 85) (2,7 3 5) (7,921) (4,8 6 6) (1 4,4 2吋 ｛広77 9) (1 6,4 2 7) 
702 2 9 87 1 2,6 5 8 
287 620 1,9 9 5 
264 87 261 870 2,6 2 9 
2 95 122 341 693 2,02 9 225 657 
7,6 2 0 1,384 3,9 6 5 1,9 3 5 5,72 3 32 9 861 
4,60 7 127 414 302 963 66 142 
3,2 31 183 5 04 122 33 3 78 177 
8,685 187 54 9 94 2 88 85 218 
9,6 94 732 2,14 8 1.6 3 1 4,822 2,63 5 7. 0 9 0 
｛丘533) (1,4 2 8) (4,82 7) (1.0 9 8) ｛，三73 0) (7,31 7) 。5,32乃
268 1.8 0 8 6,922 
523 1,055 3,6 9 2 
1 51 52 0 1.850 1.8 14 5,9 2 5 
78 402 1.263 3 1 102 3 1 3 
81 54 1 7 5 24 5 6 91 1.729 5,6 51 
94 24 74 37 148 222 6 77 
1.2 0 9 3 1 0 68 259 
604 4 29 1.572 4 1 14 6 1 4 6 544 
525 11 9 409 8 1 277 40 154 
1 1 1 :t 72 5 51 37 109 1 9 1 69 7 
？？？ 5 1 7 35 1 18 58 190 





変 動 量｛麟日22年期目） ｛昭和39年期。
m -m 皿
5 0 0 1 1 5. 9 1 7 2 5. 9 9 7 0 +o.0798 
5 0 0 2 3.0067 3.0819 +0.0752 
5 0 0 3 1 0.5003 0. 5 7 1 7 +0.0714 
5 0 0 4 1 1. 2 6 2 2 1. 3 2 9 4 +0.0672 
5 1 8 1 1 4. 0 0 5 5 4. 0 9 6 7 +0.0912 
5 1 8 2 1 0.7789 0.8665 ＋乱 08 7 6 
1 0 8 8 0 1 1. 6 3 2 2 1. 6 5 2 0 +0.0198 
表 2-15 東京低地の 0メートル地帯の拡大
単位 Krf
年 面 積 出 典
1 9 5 9 ca , 3 a 中 野
1 9 6 0 3 5 • 2 都土木技研
1 9 6 1 3 6 • 3 都土木技研
1 9 6 2 3 7 • 1 都土木技研
1 9 6 3 4 1 • 2 都土木技研
1 9 6 4 4 4 • 2 都土木技研
1 9 6 5 4 5 • 3 都土木技研
1 9 6 6 5 0 • 2 都土木技研
1 9 6 7 5 7 • 6 ’都土木技研
1 9 6 8 5 7 • 8 都土木技研
1 9 6 9 6 4 • 1 都土木技研
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表2-1 6 高知市t'C~＇ける農地の水準点の変動
測点、必 昭和26年真高 昭和27年真高 昭和28年真高
一一m m 
コ32 4.2 3 7 5 4. 2 1 0 4 
コ31 1, 3 7 8 5 1.3719 
コ30 1.9740 1.9889 
コ29 2.4800 2.4 6 6 4 
ヨ 1 2~0 0 9 2 1.9995 1.9844 
コ 2 0.5747 0.5715 0.5514 
::? 3 -0.8028 -0.7790 -0.7940 
コ 4 0.4772 0.5144 0.5218 
コ 5 -0.6036 -0.5770 -0.5963 
コ 6 0.5871 0.5887 0.5941 
コ 7 6.1579 6.1319 6.1383 
コ 8 a 4 9 6 2 a 5 o 2 5 a 4 8 1 8 
コ ？ 1. 7 2 6 2 1.7512 
コ10 1.1431 1. 1 6 0 3 1. 1 4 7 9 
コ11 5. 5 7 0 1 5. 5 9 1 0 5. 5 7 9 7 
コ 12 1.7681 1.7942 
L.ーー 一ー
ョ13 1 1,2 6 4 2 11.7701 11.2506 
::? 1 4 史83 2 1 9,8484 9.8197 
コ 15 3.1314 3.1389 
コ16 7.4196 7.4399 7.4361 
コ17 1 1.0 5 3 9 11.0606 11.0636 




























































































1. 6秒以上の地域では大凡そ1.0～ 1. 8秒の地震波K対仏応答倍率α＝
帥表振巾／洪積層下底への入力振巾）は4.5～ 5.0、 1.2秒～1.6秒の
地域ではα＝4.0～ 4.5、o.8利....1. 2秒の地域ではα＝3.0～ 4.0、丸
ノ内その他0.4秒程度の地域ではとの 1.0秒～1.8秒という長周期の地震








































京下町の海成シルトを彩取して援劃実験、を行った。それKよれば、 20 0 













(6) 嶋悦三：東京下町K辛子ける地盤の緩動性状、地震研究所業報 Vol 












































Tn= (0. 7～o. 8) T1 /N 









































































































































































































(c) T 1=0. 8秒～1.2秒、沖積層深さは2Om内州、長期のα＝4.0
程度の地挑
(d) T 'J.= o. 4秒～0.8秒、沖積層深さは 15m内外、長期のα＝3.0 
～4.0の地域。































6. 良質地盤地域K比し20～3 0 ~の変形の増大が考えられるため

























































































































標とともK、ABS・DO （溶存酸素｝ •NH4-N （アンモ＝ア性室素｝










































4 0年Kはとの地域全体で6O 1haの水田が被害をうけた。図8は、 40 
年度辛子よび44年度l'C$－ける被害農地の分布を示している。 40年度の被










































































































~1 回起る 1 時間雨量を基準としてヨ考えている。との時の 2 4時間雨置は






















































































横浜市土木部（1 9 6 3) ：鶴見川水質調査報告書












0 1 2 3Km 
凡例
1. ・ーーー－ー N 
:± 図4-1 鶴見川流域概念図1；流域界 2；；水質観測地点（ I一大綱橋．
2. 汽
E一吉田橋． E一新羽橋.IV一千イ明白 V一都橋）









5盟 1削減仁 0 1 2 3Km 
横浜，川崎，町田市の資料より著者計算
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10 官匙 30 40万人
人 ロ
国4-eD DOと人口との関係 (1985年以降〉
















































図4-6H THd ＜•草硬度〉と人口との関係 (1965年以降）
:1i 
10 20 30 40万人
人口
4--21 
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人 口 曹 度
4-22 
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船 筏 船 筏 船
1月21日 148 44 42 5 44 
2 2日 1 81 14 40 3 49 
2 3日 2 51 4 42 35 
2 4.日 212 3 29 3 64 
25日 1 36 3 11 2 45 
2！官
2 7日 1 84 7 41 5 76 
曹f 1.11 2 75 205 1 9 313 
1カ月 5.560 375 1.02 5 95 1.565 












船 筏 船 筏
50 29 54 2 
74 23 51 2 
85 29 87 3 
101 28 58 。
108 31 63 。
88 28 52 。
506 168 365 7 












































































































































































。＝ Cf、！Ao ~~.， 古一一 / (/AO十 fp,o) 
ぬ＝c （弁 fPJ.) / ーマ.~ (fAt ＋角4 1 } 
5-6 
( 5. 2) 芸）/ (/AZ+ I回）????Xz 










c-α＝ 1 ........... NA) 
Xi,αB：クー スBの場合のb一因子のα番目の値
（ α＝1. H・H・－・， NB) 
各因子の2つのクース聞の平均差の計算
• NB 
ah~＝ 高五1 XBj,α 
く手順1>
1 NA 
°Xj,.A = NA J:1 XAj,α 
U=1.2. …・・. p) む＝ XAj, -XBj, 
各国子の全平均，金偏差2乗和、金分数の計算
NA NB 
















+ NB XBk (NA XAk 
ok2 = STk2 / N ( J,.= 1. 2. ・……・， P)
く手順3>各国子の各クースκbける偏差積和、 2乗和の計算






s；，；，＝ 玄JXA；，α－XA;,)2 +I. 
α＝1 α＝l 
(XBkα－ XBir )2 
( ;,. i" 1 • 2. ・， P) 
く手順4>判別係数ai・a. ……a'pを求めるためのP元連立一次
方程式を解〈計算
Su ai + Su a.2 + ・ + S1P ap = di 
Su ai + S22 ~ ＋ . + S2P a;p ＝会
( 5. 3) 
SP1 ai + SP2 az ＋ + sηa.p＝ゐ
く手願S>判別値の各クースκbける順位づけ
( 5.3 ）を解Mて求められた8i • a. ... . a:Pを用いて、 （5. 1 ) 
のYをA.Bのケース別κ計算し、大きさの願に配列する。
YαA= ai XA Kα ＋ 8Q♂Aza ＋……＋aPXAp'2 
｛α＝ 1, 2，……， N4) 
YαB = aiXB1α ＋ a2 XB2α ＋……＋aPXA pα 
｛α＝ 1, ・2，……， NB) 
YA•(l) > YA(1) 一＞ .・H ・－ > YA (NA) 
YB・(l)> YB(B) > .・ H ・－ > YB(NB) 
5-8 
く手願6>各クースでの判別値平均、分数、標準偏差の計算
_ 1 NA 







SA1 ＝：子三（YAα－YA ｝~ 
~Aaドゴ1
• NB _ 








三 M.i-nYAα ( 1 話α主玉 NA} 
d：ケー スBκ会ける判別値の最大値















































































の発生しやすい条件を与えている。最近の例では、 22号台風（ 195 9・9












































































































て、地質ニユース、 18_2、 4 0-48 




中野尊正ほか8名（ 1970）：都市化にとも念う自然環境の変化 （1 ）ー鱒見
川流域の例一都市研究調査報告2、45p 
岡 重文・桂島茂・清水道也（ 1969）：ローム台地の慶くずれ一川崎市





















































喜一10～19 5～9 1～4 0 
（注） 600m×600m方眼内町合計件数を示す．






























糊管制とその日）（蓋白木 197Q) 表 5-2 19坦1
変形状思土の子移酎 名 0. 判別効率 順位 因 子 判別効率
2 変形状態がり 中 0.16127 
1 築造時期 0. 1 0 0 4 6 
5 形 状オーバーハシグ 0.11578 
2 1件最低の高さ 乱05 8 8 7 
4 形 状タテ断面 0.09585 
5 水理状態排水機擁昼下 0. 0 5 6 2 5 
5 擁壁の位置 0.07421 
4 変形状態傾斜 0.05475 
6 水理状態地表水上 0.06957 
5 変形状態はらみ 0.04510 
7 1件最低の高さ 0.06280 
6 水理状趨 白地等より渉出 0.04255 
8 匂 配 0.05850 
7 1件最高の高さ 0.04023 
9 1件長さ 0.05751 
8 水理状態地表水擁壁下 0.03354 
1 0 形 状 ヨコ断面 0.05730 
？ 変形状態きれつ 0.02557 
1 1 変形状態 きれつ中 0.05556 
1 0 1個所金高さ 0.02350 
t11 
1 2 地表面状態がけ法面 0. 0 5 0 7 8 
1 1 水理状態地表水擁壁上 0.02283 
ト.） 1 5 変形状態 がり 下
1 2 変形状態不同沈下 0.02204 
VI 
0.04916 
1 4 1件最高の高さ 0. 0 4 5 7 4 
1 3 変形状態風化 0. 0 2 0 .4 6 
1 5 氷理状態地表水中 0. 0 4 2 9 4 
1 4 水理状態排水溝擁壁上 0.01672 
1 6 変形状態がり 上 0. 0 4 1 4 8 
1 5 1個所会長さ 0.01571 
1 7 変形状態擁壁きれつ 0. 0 3 9 4 0 
1 6 匂 配 0.01412 
1 8 変形状態きれつ上 0.02492 
す7 土 質擁壁上 0.01158 
1 9 変形状態きれつ下 0.02586 
1 8 1件長さ 0.01095 
20 1個所金高さ 0.02265 
1 9 水理状態水抜き穴状態 0.00841 
2 1 水理状態地下水の渉出上 0.01802 
20 構 造積方 0.00841 
22 土 質 0. 0 1 7 2 5 
2 1 背面地表状態角度 0.00029 
25 水理状態地下水の診出下 0. 0 1 6 1 0 
22 背面地表状態高さ 0.00018 
24 がけの分類 0.00827 
25 水理状態水抜き穴 0.00012 
25 1個所会長さ 0.00148 
24 土 質擁壁下 0.00006 
26 水理状態地下水の渉出中 0. 0 0 0 2 5 
25 相t 造材料 臥00 0 0 6 
27 埠麦面状態がけ上 0.00025 
表5-3がけκつ¥/lての判別値平均（石原・鈴木 19 7 0) 
崩壊念しのケースの判別値平均 0.04792 
屋 金判別値平均 0.05574 
崩壊ありのケースの判別修平均 0.18707 
崩壊左しのケースの戦闘i値平均 0.02029 
擁壁 全判別値平均 0.02074 
崩嬢ありのケースの判別値平均 0.04203 
巳n 表 5-4崩壊履歴と判別結果の比較（石原・鈴木1970) 
t 山－~}JI 歴 崩嬢j;し 崩壊あり 計
壊念 L 2757 5 1 2808 
1207 185 1392 
3964 236 4200 
判男l 崩壊左し 崩壊あり 計
擁壁｜崩壊左し 9652 73 9725 
287 7659 
一一計 17024 360 17384 
表 5-5 崖・擁壁の崩壊危険度判別結果の一覧表｛松田 1970)
戸一一十一総件数 危険度大 危険度小 危険度ホかよび大合計
区名 崖 擁壁 計
嵐 擁護｝計 屋 擁壁 計 崖 擁壁 計
｜件豊岡分尊 件数回分率件数百分率 件諸国分母 件数回締 件数匝分事 件数百分率 件数匝分専 件数百分率
千代田 51 259 310 4 7.8 64 H7 68 2L9 15 29.4 59 2 2.8 74 23.9 19 37.3 123 47.5 142 H.8 
港 289 1549 J 838 31 10.7 282 J 8.2 313 17.0 72 24.9 554 35.8 626 34.I I 033 5.6 836 54.0 939 5Ll 
新宿 124 877 1001 16 12.9 131 14.9 147 14.7 21 16.9 260 2虫6 2 8128.J 37 29.8 391 H.6 428 42.8 
文京 228 13 62 J 590 36 I 5.8 231 J 7.0 267 16.8 83 3 6.4 492 3 6.1 575 36.2 119 52.2 723 5 3.1 845 53.1 
台東 57 331 388 。。19 5.7 19 4.9 8 14.0 81 24.b 89 2.9 8 uo 100 30.2 108 2 7.8
品川 220 1437 1657 16 1.3 199 13.8 215 13.0 51 23.2 451 3L4 502 30.3 67 30.5 650 '5.2 717 43.3 
明lM印
目 黒 47 637 684 1 2.1 61 虫6 62 9.1 4 8.5 160 2 5.1 164 24.0 5 to.6 221 34.7 226 33.0 
大田 902 3879 4781 65 7.2 214 邑5 279 5.8 178 19.7 1037 26.7 1215 2 5.4 243 2 6.91251 3 2.3 1491 3L2 
世田谷 848 2430 3278 33 3.9 lH 5.9 177 5.4 277 3 2.7 941 3 8.71218 37.2 310 36.6 1085 H.7 1395 42.6 
渋谷 97 1746 1843 9 9.3 198 IL3 207 1 L2 16 16.5 4_39 2 5.1 4 5424.6 25 25.8 63 7 36.5 667 3 6.2
中野 68 358 426 21 30.9 48 13.4 69 I 6.2 18 26.5 106 29.6 124 2 9.1 39 57.4 154 43.0 193 45.3 
杉並 558 887 1H5 25 4.5 52 5.9 77 且3 64 JL5 184 2 0.7 24 8 1 7.2 89 15.9 236 26.6 325 2.5 
豊島 40 500 540 12 30.0 32 ι4 44 8.1 13 32.5 14 2 2 8.4 155 2 8.7 25 62.5 lH 34.8 199 36.9 
北 376 825 1301 70 18.6 184 2 2.3 254 19.5 80 2L3 457 5.4 537 H3 150 39.9 641 7.7 791 60.8 
64 185 249 3 4.1 12 6.5 15 6.0 9 lU 26 14.l 35 JU 12 18.8 38 20.5 50 2 0.1
板橋 155 690 84 5 67 43.2 192 21.8 259 30.7 41 26.5 454 65.8 495 58.6 108 8虫7 646 -9 3.6 754 89.Z 
練馬 76 240 316 6 7.9 41 17.1 47 14.9 14 18.4 117 48.8 131 H4 20 2 63 158 自5.8 178 56.3 
計 uoo 18.412 2.6.1 2 415 虫92.104 IL4 2519 lll 964 23.0 5960 3 2.46924 30.6 1379 32.8 8.064 43.8 9443 HB 
表 5-6 斜面物質D移動と有効積算雨量（2時間）｛中野）
福志顧u－－－型些ヂ｜台 地｜山 地
盛土 築堤 30～-4 5;欄 50鵬士
盛土・築堤＋不完全擁壁 40～ 50 50士． ＋擁壁 100土 100ι150 
切取り法面 50 50～ 7 5 
自然の屋・斜面 40～ 75 100以上
切取り法面＋不完全擁壁 75～100 75ι:10 0 
， ＋擁壁 1 0 0～150土 200ι250 




再現期間 I 1a年I2 o年 I3 o年 Is o年 I1凹年
報認品含めたIs 6棚 I6 2珊 I6 sa I 6 a蹴 I7 2御

































































































































































表 6-1 災布陣の分類（中野.1 9 6 5 ) 
＼ 社 会 的 損 失災 事E 1社会悪の伊j
分 自 然 災 害 公共災害（公害） 犯 司昆
ヲミ
I 人災
類 災｜自然的災害 自然的公害 人為的公害 罪 争
来
人為的素因 人為的素因 人 民族・国家l'C
為 よる改革的イ社会的意図 社会的素因 的
自然的素因 経済的素因 自然的素因 経済的素因 素 デオロギーの
因 施般的素因 施設的素因 因 ちがい
自然的誘因 人為的勝因（加害の意志在し）
務 種 類 接続時間 司直 類 接続時間 曜まあ9（加害の）因 強 度 発生の緩急 強 ’E 発生の緩急 意志あり
被害発生または発生開始
被害 拡大臣止の条件 拡大の条件 拡大阻止の条件 鉱大の条件
拡大の
防災施般 自然の状態 防災対策 自然の状態 警 察 国際政治
避難 社会の状態 法的規正 社会の状態 軍 備
救 助 経済の状態 経済の状態
案件




社会的被害 社会的被害 特定小数者 人 的
物 的
自然の 経済的被害 自然の 経済的被害 財 産 経済 的（変形変状） （変形変状）
特定R標台よ
害
施設的被害 施般的被害 人命の死傷 ぴ不特定多数
に対して
予防対策 応急的対策 予紡的対策 応急的対策 国
対 予付の研究 予 警 報 予測！的調査研究 予 • 報 司 法
際
予測の研究調査 避難・救助 政
防験施設 救助・ 償 治予防災工事 応急工事 被害軽減休制 補 の
被害軽減体制の 復旧工事 円





災 風水害 日照不足害地 震 地下埋般管の 産業災害 殺 人 司k
湿 害 霜 害 火山活動 災害 交通災害強害 雪 害 官 害 世ー 波 大気汚染 盗癒 音 害
の 干 害 理E 害 水質汚濁
通 魔
低温害 酪暑害 地盤沈下 振 動 害種
高潮洪水 地すべり山〈ずれ 落盤陥没 汚 司E 災せっ盗
類 動物災害 火 災 悪 臭 害
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